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第1章 [bookmark: _Toc329174823][bookmark: _Toc330545552][bookmark: _Toc192074335]概要

1. [bookmark: _Toc329174824][bookmark: _Toc330545553][bookmark: _Toc192074336]業務名
島本町起債管理システム再構築業務

2. [bookmark: _Toc329174825][bookmark: _Toc330545554][bookmark: _Toc192074337]業務目的
起債管理システムは、町債の残高管理や償還管理を行うだけでなく、普通交付税事務や決算統計事務においても、重要な役割を果たしている。
本町で使用している起債管理システムは、導入年度が古く、レベルアップやバージョンアップも難しい状況であるため、システムの再構築を必要としている。
　現行システムでは、将来推計や残高分析などの機能活用ができず、また、システムの老朽化に伴い、適正なバックアップデータ取得やマスタ管理等も十分ではない。
[bookmark: _Toc329174827][bookmark: _Toc330545556][bookmark: _Toc192074338]起債管理事務、普通交付税事務、決算統計事務をすべてスムーズかつ効率的に行えるよう、　必要な機能が充実した、操作性の良いシステムの再構築を行う。

新システム稼動時期
構築から運用開始までは、以下のスケジュールとすること。
· 令和７年９月：業者決定
· 令和７年９月：契約締結及び新システム構築開始
· 令和８年４月：新システム本稼働、運用開始

3. [bookmark: _Toc329174828][bookmark: _Toc330545557][bookmark: _Toc192074339]基本方針
新システムは信頼性の高いパッケージシステムを活用し、安定稼動を最優先課題として、システム構築を行うこととする。セキュリティ面やEUCに十分考慮したシステムであることとする。
なお、新システムは、「島本町起債管理システム再構築業務　基本仕様書」の全ての事項を満たすものであることとする。
(1) [bookmark: _Toc329174829][bookmark: _Toc330545558][bookmark: _Toc192074340]基本要件
1． 通信基盤は、既存の庁内LAN（LGWAN）ネットワークを利用すること。
2． クライアント管理の容易性や将来的に検討される他システムとの連携を考慮して親和性の高いＷｅｂ技術により構築されたパッケージを採用する。
3． 地方公共団体での稼動実績を有しているシステムとする。
4． データ保持も含め稼動後5年間以上の利用ができるシステムを提案すること。
5． システム導入等については、本町の情報担当職員及び業務担当職員と豊富な開発経験を持つ業務に精通したSEとの間で十分な協議を行い、当方の要望を十分に考慮しパッケージシステムの導入を基本としつつも必要な修正・追加については反映可能なこととする。
6． 新システムを利用する利用者数、端末数、同時アクセス数については以下のとおりである。
1 利用者数：３名程度
2 クライアント台数：３台を想定
3 同時アクセス数：３台を想定
7． 職員数の増加、データ量の増加、出先機関の増加に対応できるシステムであることとする。ただし、増加に対応するためのハードウェア増設に関する費用は、この業務に含めないものとする。
8． クライアントＰＣは、本町既存の業務用全ＰＣにて運用可能であることとする。また、クライアントＰＣの増設、移設、更新、入れ替えなどが発生した場合でも、設定作業などを業者に委託する必要がなく、追加費用を必要としないものであることとする。
9． 新システムの稼動時期については既述のとおりとし、稼動までに職員によるシステム検証、操作研修など全て終了し、万全の体制をとれるようスケジュール計画を立てること。
　　　　コ．クラウドタイプを提案する場合は、LGWAN回線を利用したデータセンターから提供されること。

(2) [bookmark: _Toc192074341][bookmark: _Toc330545560]バックアップ処理
ア．バックアップ処理が可能なこと。
イ．バックアップの時間変更など柔軟に対応できる仕組みを構築すること。
(3) [bookmark: _Toc192074342]バッチ処理
1． 業務を実行する際に、システムを停止する必要がないこと。
2．  業務について、システムを停止する必要がある場合には、該当処理は自動化でき、深夜等の運用に影響のない時間帯に実行することが可能であること。また、該当処理において、職員側での設定作業等は不要であること。
(4) [bookmark: _Toc329174831][bookmark: _Toc330545561][bookmark: _Toc192074343]セキュリティ対策
1． 個人情報を保護するために利用者のログイン認証を行い、アクセスログを収集すること。
2．  ユーザＩＤとパスワードの一元管理が可能な仕組みを備え、ユーザＩＤごとのアクセスコントロールが可能なシステムであること。
 
4. [bookmark: _Toc329174833][bookmark: _Toc330545563][bookmark: _Toc192074344]業務委託内容
(1) [bookmark: _Toc329174834][bookmark: _Toc330545564][bookmark: _Toc192074345]システムの設計から導入まで
1 現在の業務の流れを鑑みながら、本町の今後の業務を考慮したシステムを構築すること。
2 仕様書の内容に基づき、本町に最適なシステムの設計・開発・検証を行うこと。
3 システムの導入を実施すること。
(2) [bookmark: _Toc329174836][bookmark: _Toc330545566][bookmark: _Toc192074347]データ移行
1．  本町にシステムを導入することが決定した事業者は、提供されたデータをすべて新システムに移行すること。データの移行範囲は、現行システムの過去データ含め全データを予定している。
　　　　イ．構築業者へ提供するデータ形式は、基本的にCSV形式を予定している。
 新システムへのデータ移行に必要な現行データの抽出費用についても参考見積額に含めること。
※現行ベンダーの手によるデータ抽出費用は600,000円（税抜）とする。提案者自ら抽出する等、この費用が不要な場合は、参考見積書にデータ抽出費用＝０円と明記し、不要である理由を付記すること。

(3) [bookmark: _Toc329174835][bookmark: _Toc330545565][bookmark: _Toc192074346]操作研修
スムーズなシステム稼動を推進するため、財政課職員３名を対象とした操作研修を実施するものとする。研修会場、研修用端末、机、椅子、電源設備等は本町で用意するものとする。
ただし、現行システムの継続、および後継パッケージを提案する際は、本町と協議のうえ、実施の可否を決定する場合がある。

(4) [bookmark: _Toc329174837][bookmark: _Toc330545567][bookmark: _Toc192074348]保守、運用支援
円滑な業務遂行のため、システムに精通した担当者がシステムの保守・運用支援を行うこと。

5. [bookmark: _Toc329174843][bookmark: _Toc330545573][bookmark: _Toc437940216][bookmark: _Toc192074349]個人情報等の保護
委託業務の実施における個人情報の取り扱いについては、本町のセキュリティポリシーを遵守すること。
また、個人情報の保護の重要性を十分認識し、個人の権利利益を侵害することのないよう必要な措置を講じること。

6. [bookmark: _Toc329174844][bookmark: _Toc330545574][bookmark: _Toc192074350]成果物
(1) [bookmark: _Toc329174845][bookmark: _Toc330545575][bookmark: _Toc192074351]システム一式
1． [bookmark: _Toc329174846]パッケージシステム
2． [bookmark: _Toc329174847]必要とされるハードウェア、ミドルウェア
(2) [bookmark: _Toc329174848][bookmark: _Toc330545576][bookmark: _Toc192074352]プロジェクト管理に関する納品物（※それぞれ必要な時期に提出すること。）
1． [bookmark: _Toc329174850]プロジェクト体制図
2． [bookmark: _Toc329174851]マスタースケジュール
3． [bookmark: _Toc329174852]全体進捗状況報告書
4． [bookmark: _Toc329174853]項目別詳細スケジュール
5． [bookmark: _Toc329174855]基本設計書 
	　　　　　　　　└ 要件一覧
	　　　　　　　　└ 業務概要
　　　　　　　　　　　　　　　└ 業務フロー
	　　　　　　　　└ 帳票・伝票レイアウト
　　　　　　　　　　　　　└ 区分・コード設計書
　　　　　　　　カ．議事録

(3) [bookmark: _Toc329174860][bookmark: _Toc330545578][bookmark: _Toc192074353]操作研修に関する納品物
1． 操作研修用テキスト
(4) [bookmark: _Toc329174861][bookmark: _Toc330545579][bookmark: _Toc192074354]その他
1． 検討課題表

7. [bookmark: _Toc329174862][bookmark: _Toc330545580][bookmark: _Toc192074355]その他
· 業務の実施にあたっては、万全の体制によるものとし、システムの完全稼動に支障のないようにすること。
· 本業務に必要な手続き、書類の作成等は、事業者が自己の費用負担において、迅速且つ確実に行うこと。
· 本業務の実施にあたり事前に取り決めのない疑義等が生じた場合は、速やかに本町と協議のうえ、必要な措置を講じるものとする。

第2章 [bookmark: _Toc329174863][bookmark: _Toc330545581][bookmark: _Toc192074356]システム要件

1. [bookmark: _Toc329174864][bookmark: _Toc330545582][bookmark: _Toc192074357]システム構成
(1) [bookmark: _Toc329174865][bookmark: _Toc330545583][bookmark: _Toc192074358]ソフトウェア
1． 安定性及び操作性
画面構成・操作性・履歴管理等の仕組みを備えており、常に安定した動作を保証するシステムであること。
2． 複数ウインドウによる業務効率化
1台のクライアントで異なる業務を、別々のウインドウを開いて個別に処理することができること。
3． ソフトウェアのカスタマイズ
法律や全国的な流れに沿った標準的なシステムを基準とするが、地域性及び当方の要望を十分に考慮し、パッケージシステムの導入を基本としつつも必要な修正・追加については反映可能であること。
4． 帳票
帳票については、クライアントからオンラインで参照でき、PDF形式等に変換して出力できること。
出力帳票は、印刷前には必ずプレビューが表示されること。
帳票情報について、CSV形式等、編集可能なファイルとして出力できること。
5． 情報更新の形態
担当課のクライアントから実行した情報の更新が即時処理され、照会・作表等に反映できるシステムであること。
6． 各業務のデータ連携及び一元管理
各業務間で使用するデータは一元的に管理が可能であり、データの重複登録や入力漏れ及び同期ずれを防ぐことができること。
7． 過年度及び履歴管理機能
該当年度を指定することで、現年・過年の該当データの照会・出力ができること。また、過去の履歴データを管理して経年データの照会ができること。
8． 運用支援機能による利便性向上
1  自動運転機能、効率的な入出力対応、一括処理の容易性、効率性を有するシステムであること。また、サーバのスケジュール運転などによる時間外利用を可能とすること。
2  本番環境と分離独立した研修環境（テスト環境）を用意することができること。これによりいつでも職員が自席にて研修が可能な環境の構築を実現すること。
9． セキュリティ向上

1 アクセスコントロール
利用者のＩＤを利用して、業務機能のアクセス制限をコントロールでき、操作権限を持たない業務機能は画面に表示させないよう設定できること。
また、アクセス制限の管理（権限の追加、修正、削除など）は権限管理機能の権限を有する職員が容易に管理できること。
2 ログインパスワードの暗号化
ログインパスワードのシステム内での管理は、暗号化されていること。
3 アクセスログの管理
アクセスログの履歴が、画面か帳票で確認できること。
(2) [bookmark: _Toc192074359]ハードウェア
新システムの導入に必要なサーバ等機器、ミドルウェアについては、本業務の調達範囲とする。
1． データ保存容量
現在登録されている町債約300件と毎年度約20件の新規登録を勘案し、最低5年間の稼働を見越して十分な容量を確保すること。
2． ハードウェア、ミドルウェアの汎用性
新システムにて使用するハードウェアは地方公共団体に多数の導入実績があり、メーカー・機種・開発者依存度、採用技術の特異性が低く、国際的な標準に基づく技術を採用した運用保守が容易である機器を提案すること。
3． ハードウェア設置作業等
サーバ機器及び関連機器の設置・設定作業なども調達範囲に含めること。
4． サーバ要件
1 サーバ構成については、提案システムに合わせた提案をすること。
2 データのバックアップ機能を有すること。
5． サーバ搭載ハードディスク要件
ハードディスクの容量について、十分考慮した容量を確保すること。
6． データバックアップ要件
1 データバックアップに必要なハードウェア、ソフトウェアも調達範囲に含めること。
2 データバックアップは、業務時間に影響を及ぼさない時間帯、環境にて実行される構成・設定とすること。
(3) [bookmark: _Toc329174867][bookmark: _Toc330545585][bookmark: _Toc192074360]クライアント
1． 既存資源の有効活用
1 職員の利用するクライアント端末、及びプリンタは本町が導入している機器を利用するものとする。
2． クライアントの新システム利用要件
1 クライアント端末の利用環境について、OSはWindows 1１以降、WebブラウザはMicrosoft Edge、Google Chrome、Adobe Reader DC以降に対応していること。また、ＯＳは、複数のバージョンの混在が可能であること。

2. [bookmark: _Toc329174868][bookmark: _Toc330545586][bookmark: _Toc192074361]ネットワーク
ネットワークについては、本町既存のネットワーク環境を利用するものとする。
なお、ネットワークの接続に関しては、本町及び関連業者と調整のうえ、スムーズな接続を実施すること。

3. [bookmark: _Toc329174869][bookmark: _Toc330545587][bookmark: _Toc192074362]システム開発
(1) [bookmark: _Toc329174870][bookmark: _Toc330545588][bookmark: _Toc192074363]開発場所
開発作業は、構築業者内での作業とする。ただし、個人情報等の取り扱いについては、本町の定める規約を遵守するものとする。
また、導入作業等で本町での作業を実施する場合は、作業スケジュール等を本町と協議すること。
(2) [bookmark: _Toc329174871][bookmark: _Toc330545589][bookmark: _Toc192074364]開発体制
プロジェクトマネージャを業務責任者とする体制とすること。また、プロジェクトマネージャ、担当技術者を明確に記載した体制図を提案時に提出すること。
(3) [bookmark: _Toc329174872][bookmark: _Toc330545590][bookmark: _Toc192074365]打合せ
打合せ、会議などは、本町施設内で実施するものとし、会議室の会場は本町が準備する。
打合せの日程は、本町と協議のうえ調整すること。打合せに使用する資料等は、基本的に構築業者が作成すること。また、打合せ後に議事録を構築業者が作成し、本町の承認を得ること。
打ち合わせの実施方法については、Web会議での提案も可とするが、実施に必要なソフトウェア等は事業者側で要すること。
(4) [bookmark: _Toc329174873][bookmark: _Toc330545591][bookmark: _Toc192074366]プロジェクト管理
プロジェクトマネージャが、責任を持って進捗管理、品質管理等を行うこと。
問題解決、情報共有、状況把握を目的とした会議を必要に応じ適時実施すること。

4. [bookmark: _Toc329174875][bookmark: _Toc330545593][bookmark: _Toc192074367]システム運用要件
(1) [bookmark: _Toc329174876][bookmark: _Toc330545594][bookmark: _Toc192074368]システム運用時間
バックアップの時間を除き、原則３６５日２４時間の運用が可能であること。

5. [bookmark: _Toc329174877][bookmark: _Toc330545595][bookmark: _Toc192074369]操作研修
(1) [bookmark: _Toc329174878][bookmark: _Toc330545596][bookmark: _Toc192074370]導入時操作説明・研修
財政課職員向け操作説明
新システムの初期稼動時に、システム機能及び操作方法の説明を行うこと。

6. [bookmark: _Toc329174880][bookmark: _Toc330545598][bookmark: _Toc192074371]保守・運用支援
(1) [bookmark: _Toc329174881][bookmark: _Toc330545599][bookmark: _Toc192074372]基本要件
1． 業務委託期間中、新システムによる業務が滞りなく実施できるよう、最適な保守を実施すること。
2． 保守窓口は、一つの連絡先に統合すること。
3． 　受付時間は、勤務時間（平日9:00～17:30）を原則とするが、問い合わせ内容によっては、時間外でも対応すること。
4．  導入した機器及びソフトウェアに関する機能・操作方法などの問い合わせ（電話・メール等）に対応すること。
5．  導入した機器及びソフトウェアに重大なバグや脆弱性が発見された場合は、速やかに本町に連絡し、対応を別途調整すること。
6．  本町が今後計画する事業において、本事業に関係すると思われる内容についての問い合わせ（電話・メール等）に対して、技術的支援を行うこと。
7．  通信回線を使用した遠隔操作による保守を可能とするものとし、この方法で対応できない場合は出張訪問して対応するものとする。なお、遠隔操作に必要な機器費用を参考見積書に含めること。
(2) [bookmark: OLE_LINK17][bookmark: _Toc329174882][bookmark: _Toc330545600][bookmark: _Toc192074373]システム保守
1． 操作方法などの各種問い合わせに対応すること。
(3) [bookmark: _Toc192074374][bookmark: _Toc329174884][bookmark: _Toc330545602]機器保守
1． 60ヶ月間常に完全な機能を保つため、対象の機器、対象のソフトウェア等の保守作業を実施すること。また、障害発生時の早急な復旧を行うための保守体制を確立すること。
2．  本調達で導入する機器に通常の使用で障害が発生した場合、部品の修理、交換等は特段の定めがあるものを除き全て無償で行うこと。
3． 61ヶ月目以降の機器保守については、別途協議のうえ機器延長保守等を行う場合がある。
(4) [bookmark: _Toc192074375]障害発生時の保守
1． 本町からの障害発生の連絡後、速やかに本町に到着できる体制とすること。
2． 障害復旧が完了した場合、本町に完了報告を行うこと。

７．データセンター
      クラウドタイプを提案する場合、データセンターは、収容するシステムを安定して稼働する環境が確保できるものとし、費用面、運用及び管理、障害への耐性等の観点から最も適切である内容であること。
1 　　システムは総合行政ネットワークASPアプリケーション及びコンテンツサービスとして登録されていること。
2 データセンターは総合行政ネットワークASPファシリティサービスとして認定されているものであること。また、データセンター提供者は災害対策基本法指定公共機関として登録されているものであること。
3 データセンター側の回線は、総合行政ネットワークASPアプリケーションが快適に稼働する帯域を確保すること。
4 災害時にも業務を継続できるよう、遠隔地へデータをバックアップする仕組みを備えていること。
5 システムのバックアップデータは、最低7日間保持し、障害に備えること。
6 クライアントパソコンのOSのバージョンアップ等に対応できること。
7 サーバに接続する台数分のクライアントアクセスライセンスを有すること。
8 その他必要な関連機器については、過不足なく選定すること。
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本仕様書に記載されていない事項については、両者が別途協議の上、実施することとする。
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